


　自身のバックグラウンドを起点とした「内なる風景」の可視化を試みる大西佑一。本展では代表作で
ある「Landscape」シリーズの新作を中心に、近年新たな試みとして取り組む「やきもの」と「那智黒石」
の原石によるハイブリッドな造形作品群を展覧いたします。
　豊かな自然に囲まれた環境で育った大西は、その土地に佇む空気や自然物が織り成す風景など、幼い
頃から五感を通して感じ得た多くの要素が、日常においてあらゆる「空間」や「もの」を捉える「自身
の感覚の原点」であると振り返ります。素材に手を介す中で触覚から得られる確かな感覚と、その深層
へ寄り添うように思考を巡らせることで記憶と重なる風景あるいは接合点を探り、作為と偶発のあわい
で作家の視座によって見出される造形。素材との関わりを通して自己の根幹に向き合う取り組みから
生まれる「内なる風景のカタチ」をぜひご高覧ください。

表紙　Landscape  ｜  半磁土、銀彩 / H550×Ｗ520×Ｄ120 mm / 2026
 １      Landscape  ｜  半磁土、銀彩 / H120×Ｗ170×Ｄ70 mm ～ / 2026
 ２      Landscape  ｜  半磁土、銀彩 / H390×Ｗ420×Ｄ150 mm / 2026
 ３      Landscape  ｜  半磁土、銀彩 / H285×Ｗ195×Ｄ85 mm / 2026
 ４      Inner Sculpture  ｜  半磁土、那智黒石 / 可変 / 2025（※参考作品）
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≪主な展覧会≫
2018  個展（伊勢現代美術館 / 三重）
 個展（ギャラリー芽楽 / 愛知） 〔 同 ʼ20、̓22、̓24 〕
2019 個展（ギャラリー MOS/ 三重） 〔 同 ʼ21、̓25 〕
2020 「大西佑一 植村宏木｜線に立つ / Standing on the Border」（Lights Gallery/ 愛知）
2021　　 「石川理恵 大西佑一 展」( 豊田画廊 / 愛知 )
2022　 個展（AELU/ 東京） 〔 同 ʼ24 〕
2023  「めぐりのなかで｜伊藤みのり 大西佑一」（名古屋栄三越 / 愛知）
  「山岸大祐 大西佑一 展」（豊田画廊 / 愛知）
2024 個展（あべのハルカス近鉄本店アートギャラリー / 大阪）
 「MINO 茶碗 100＋ 2024」（とうしん美濃陶芸美術館 / 岐阜）
2025 「MCS spin-off 2025」（あべのハルカス近鉄本店アートギャラリー / 大阪）
 「Biennale AREThé 2025」（パリ、フランス）
2026 個展（桃青京都ギャラリー / 京都）
 「THE MINO－地層－」（伊勢丹新宿店 / 東京）
 「TOKAI FORM from Seto」（Blackbird Gallery / 愛知）
≪アートフェア≫
2023 「KOGEI Art Fair Kanazawa 2023」 ( ハイアットセントリック金沢 / 石川 ) 〔 同 ̓24、̓25 〕
2026 「ONE ART Taipei 藝術台北」（Hotel Metropolitan Premier Taipei / 台北、台湾）
 「ART @ GINZA 2026」（ホテルモントレ銀座 / 東京）

≪パブリックコレクション≫
 コンフォートホテル 名古屋名駅南口（愛知）
 名古屋芸術大学（愛知）
 フェアフィールド・バイ・マリオット 三重熊野古道みはま（三重）
 緑ヶ丘美術館（奈良）
 四日市市立水沢小学校（三重）

　作家来店予定日
　6/10 水、14 日、15🈷、16 火　   ※都合により変更となる場合がございます。あらかじめご了承ください。

　ARTIST

Artist Instagram

＠yu_saaaaaan

大西 佑一（おおにし・ゆういち）

1993 年 三重県熊野市生まれ、陶芸作家。
2016年 名古屋芸術大学 美術学部 陶芸コース 卒業。
現在は愛知県瀬戸市・岐阜県多治見市を制作拠点
として、各地で作品発表を行う。

　2

　3

　4 Osaka Art & Design ２０２６ の会期は

5/27(水 ) 〜 6/23(火 )

あべのハルカス近鉄本店
Osaka Art & Design ２０２６

DIGITAL FLYER


